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序

高知県教育委員会の主要事業として、昭和54年度から国庫補助を受け実施 してまい

りました土佐国衡跡の発掘調査は、本年度で丁度10年 目を迎えました。

これまでの発掘調査では、奈良時代から平安時代にかけての官衡関連の遺構が多

数検出され、国府域の様相解明に多くの成果を上げてまいりました。

本年度は、これまでの調査成果をふまえ、金屋地区と神ノ木戸地区を調査対象地

とし、調査を実施 しました。その結果、地鎮祭を行った建物跡を始め多数の掘立柱

建物跡等官衡関連の遺構を確認することができました。今回確認した建物跡は規模

も大きく、周辺部にも多数の建物跡の存在が考えられ、来年度以降の調査が期待さ

れます。

本書は、平成元年度の調査概要をまとめたものであり、各方面で活用され、文化

財保護 と研究の一助 となれば幸です。

最後に、調査にあたり御指導いただいた文化庁、奈良国立文化財研究所をはじめ

御教示をいただいた先生方、終始御配慮下さった南国市教育委員会ならびに地権者

の方々、そして調査に御協力下さった地元比江地区及び「国府史跡保存会」の皆様

方に深 く感謝申し上げる次第です。

平成 2年 3月 31日

高知県教育委員会

教育長 西森 久米太郎



例

1 本書は、高知県教育委員会が国庫補助を受けて、平成元年度に実施した土佐国衛跡発掘調

査 (重要遺跡確認緊急調査)の概要報告である。

2 発掘調査は、南国市教育委員会の協力と、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターの指

導を受けて実施した。                |
3 発掘調査体制は次のとおりである。

調査顧問 岡本健児 (高松短期大学教授、高知県文化財保護審議会々長 )

調 査 員 廣田佳久 (高知県教育委員会文化振興課主事 )

庶  務 堀川郁夫 (     〃     〃 埋蔵文化財班長)   .
4 本書の執筆、写真撮影、編集等は廣田が行った。執筆に際しては、調査顧間岡本健児氏の

指導を得た。

5 遺構については、ST(竪穴住居跡)、 SB(掘 立柱建物跡)、 SK(上坑)、 SA(塀跡)、

SX(性格不明遺構)で標示し、遺構番号は『土佐国衛跡発掘調査』第 1～ 9集からの通し

番号である。

6 出土遺物の図版番号については、実測図の番号と一致している。

7 発掘区の設定及び遺構の測量にあたっては、昭和58年度に設置した公共座標第Ⅳ系による

基準点を使用し実施した。なお、標高は海抜高である。

8 報告書に掲載の縮尺率は、それぞれに示した。方位 (N)は真北である。

9 調査にあたっては、地権者の方々をはじめとする地元比江地区及び南国市教育委員会の御

協力をいただいた。また、現地作業員並びに整理作業員の皆様の御援助に対し、記して感謝

する次第である。

10 出土遺物、その他の資料は、高知県教育委員会において保管している。

‐
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I 発掘調査にいたる経過

土佐国衡跡の発掘調査 (重要遺跡確認緊急調査 )は 本年度で10年 目を迎えた。本年度の事業

費500万円、発掘調査面積は586∬ であった。

本年度の発掘調査は、昨年度 と同じく高知県教育委員会が事業主体 となり実施 した。調査対

象地は、未調査部分 として残っていた比江地区中央部東側の金屋地区と神 ノ木戸地区の 2ヶ 所

とした。金屋地区は標高16.9mを 測る水田で、神ノ木戸地区は標高17.lmを 測る畑地である。

本年度の調査で、比江地区中央部を除いた地区の調査をほぼ行ったことになる。比江地区中

央部が未調査地区として残ったのは、ほぼ全域がビニールハウスとなっていたためである。

調査は金屋地区から実施 し、引き続き神ノ木戸地区に移って実施 した。調査期間は、測量も

含め平成元年 11月 1日 から平成元年 12月 27日 までであった。

調査にあたっては、南国市教育委員会の斡施で土地所有者である小松斉氏及び福井信氏に調

査の快諾をいただいた。また、調査地区周辺の土地所有者及び比江地区の方々、「国府史跡保存会」

にも多大な御協力をいただき、ここに記して謝意を表 したい。

第 1表 土佐国衛跡発掘調査一覧表 (第 1～ 24次調査 )

調査

次数
期 間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物跡 溝 跡 その他

1

52. 2  1

52. 2  3
新  ラ  田

緊急発掘調査

(市道改良工事 )

柱 穴 緑釉陶器

54. 1 27

54  2. 1
松  ノ 下 同 上

2

(中世 )

柱 穴

3

54  2.13

54. 3  1
太郎二郎屋敷 同 上

3

(平安 2)
2 土器溜  1

黒色土器・瓦器

土師器・鉄釘

4

54. 4 20

54. 5  2
神 ノ 木 戸

跡
査

遺
調

要
認

重
確

3

(奈良末ト

平安 中 2)
土 坑  3

円面硯・黒色土器

須恵器・土師器

5

54. 8 20

54  9 12
宮  ノ 西

緊急発掘調査
(市道改良工事 )

2

(平安末
～鎌倉 )

土 坑 2
(奈良末 )

円面硯・転用硯
墨書土器

風字硯・緑釉陶器

6

54.11  6

54 12.11

ク
　

国

ゲ

庁

跡
査

遺
調

要
認

重
確

1

(奈良末 )

2

(平安前 1)

柱   穴

(中 世 )

円面硯・青磁

白磁

7

55, 9 28

55。 10  4

キ
鞍
内

ンヽオ
　
が

ポク

荷

左

緊急発掘調査
(市道改良工事 )

1 土 坑  1
須恵器・青磁

常滑

8

55.11 17

55 12 15
ダ  イ  リ

重 要 遺 跡
確 認 調 査

5

(平安 3)
1

竪穴住居 3

貯 蔵 穴 2

須恵器 (横食 )

緑釉陶器

-1-



調査

次数
期  間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物跡 溝  跡 その他

9

56. 9.10

56 11  4

内日吉のうち

府    中

跡

査

遺

調

要

認

重

確
7

竪穴住居 2

土 坑 7
円面硯

緑釉陶器

56.10  8

56.10 19

神

内

ノ

日

木

吉

緊急発掘調査

(市道改良工事 )

l 柱 穴

57. 9 17

57.11  6

内  日 吉

太郎二郎屋敷

跡

査

遺

調

要

認

重

確

11

(奈良 6・

平安 2)

13

(奈良 5)

竪穴住居 2

土 坑 16
円面硯・瓦器

青磁・白磁

58.10  5

58.11  7

内

堂

裏

内ケ

同 上
6

(奈良～平安 )

1

(6C末～

7C初 )

竪穴住居 5

土 坑 5
須恵器・土師器

58 11.22

58 12.10

内  日 吉

ク ゲ
同 上

2

(奈 良 ) (中 1世 )

一戸

坑

井

土
須恵器・瓦器

59,10

59.11

1

1

一  ノ 坪
跡

査

遺

調

要

認

重

確

5

(奈良～平安 )

竪穴住居 1

棚 列 5

(奈良～平安)

須恵器・土師器

59 11 16

59 11.22
鍛  冶  給 同 上

1

(奈良～平安 )

土 坑  1

59.11 30

60. 1 10
松 ノ 下 同 上

6

(奈良～平安 )

竪穴住居 1

土 坑 4

概 列 1

61.10 16

61 11.29
松 ノ 下 同 上

4

(奈良～平安 )

竪穴住居 1

土 坑 10
(平安 3)

刻書土器 (須 恵器 )

61.11 12

61.12.19
南 屋  敷 同 上

1

(奈 良 )

土 坑 15 須恵器・土師器

61.11 20

61 12 15
内  日 吉

緊急発掘調査

(排水路

改修工事 )

1

(平安～中世 )

62 11 16

62 12 18

松  ノ 下

(横マクラ)

跡

査

遺

調

要

認

重

確

2

(奈良～平安 )

3

(奈良～平安 )

竪穴住居 3

土 坑 3

62.12. 1

63. 1. 8
金 屋 同 上

5

(奈良～平安 )

3

(奈良～平安 )

居住
坑

列

穴竪
土
棚 緑釉陶器

63 10 12

63 12.10
同 上 同 上

3

(平 安 )

竪穴住居 3

土 坑 22
塀 跡 1

須恵器・土師器

円面硯・緑釉陶器

1.11 1

1.12 27
同 上 同 上

9

(奈良～平安 )

5

(平 安 )

竪穴住居 3

土 坑 7

塀 跡 3

1.11.29

1 12 27
神 ノ 木 戸 同 上

1

(平 安 )

1

(平 安 )

土 坑  5

-2-
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第 2図 土佐国府跡地名図
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沓 号 調査年月 調 査 地 区

1 S52  2 新 ラ田

2 S54  1 松ノ下

3 S54. 2 太R離三員Ьヤ シキ

4 S54.4 神 ノ木戸

5 S54 8 宮ノ西

6 S54 11 クゲ 。国庁

7 S55. 9 タボノヤシキ・荷鞍,左が内

8 S55,11 内 裏

9 S56. 9 荷 中

S56 10 陣 ノ 木 ・ 内 日吉

S57  9 付中・太郎二郎ヤシキ

S58 0 堂ヶ内

S58 1 ク  ゲ

S59 一ノ坪

S59 l 段冶給

S59 ユ 陰 ノ下

S61 蔭ノ下

S6ユ l 南屋敷

S61 l 言 ノ 西

S62 ユ 松ノ下 (横マ クラ )

S62 釜 屋

S63 1 釜  屋

Hl 1 金 屋

Hユ 2 神 ノ木戸

第3図 土佐国府跡第 1～ 24次発掘区設定図 (S=1/4,000)



Ⅱ 調 査 概 要

1 金 屋 地 区

(1)調査方法と経過

今次の発掘調査対象地は南国市比江宇金屋 495番地であり、標高約16.9mを 測る水田である。

小字は金屋で、ホノギをセミヤシキと称す。この金屋地区は、南北約 180m、 東西約80mと 南

北に長い地区で、昭和62年度から3ヵ 年をかけて調査して来た。今次の調査曙は金屋地区の南

3分の 1に あたり、市道を隔てて西側が松ノ下地区、南と東側が神ノ木戸地区である。

調査は、まず調査区中央に東西 トレンチ(4×40m)を設定して行った。その結果、西部と中

央部を中心に建物跡等の遺構が検出されたため、その部分を中心に可能な限り発掘区を拡張し、

14′ 000
|

μ

l∞
14′♀50

14′ 050

第 4図 発掘区設定図 (S=1/1′ 500)
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遺構の確認に努めた。

今次の調査によって確認された遺構は、竪穴住居跡 3軒、掘立柱建物跡 8棟、土坑 7基、溝

跡 5条、塀跡 3条、性格不明遺構 2基及び柱穴とみられるピット群等であった。出土遺物は、

遺物包含層が残存していなかったため少なく、総数約 3,000点であった。遺物の大半は須恵器

と土師器であるが、ほとんど細片で摩耗しており、復元可能なものは極めて少なかった。

これらの遺構、遺物は、調査区中央部から西部にかけて多くみられ、その時期は弥生時代か

ら中世初頭にかけてのものである。ただし、遺構として確認できたのは古墳時代以降のもので

あり、この中には古代官衛に関連するとみられる掘立柱建物跡 8棟、塀跡 3条が含まれる。

(2)層序

今次の調査において認められた基本層序は以下の通 りである。

第 I層 耕作土層

第Ⅱ層 責褐色粘質土層

第Ⅲ層 責褐色砂礫土層

層位中、遺構が検出されたのは第Ⅱ層上面であり、換言すれば第 I層直下が遺構検出面とな

っていた。また、遺物包含層は全 く認められなかった。

第 I層は表土層で、現在の耕作土層である。厚さ15～ 20cmを 測る。

第H層は自然堆積層で、遺構検出面となっている。厚さは40～ 50cmで、その下層が第Ⅲ層と

なる。第Ⅲ層は基盤の砂礫土層であり、掘 り方の深い遺構の側壁や底面で認められた層序であ

る。

遺構の埋土となっていた黒色粘質土や黒褐色粘質上の堆積が認められないことと残存する遺

構の深さなどから考えると古代の生活面は今より40～ 50cmほ ど高かったとみられる。また、当

時の地形は、遺構の残存状態からみて、東に向って徐々に高 くなっていたと考えられる。

(3)遺構と遺物

① 竪穴住居跡

ST-28(第 6図 )

ST-28は 、調査区中央部北西寄 りで検出した大型の竪穴住居跡である。一部調査区外にあ

るが、ほぼ全容を知ることができる。遺構は、多数の古代の柱穴やピットに掘 り込まれており、

付属遺構のいくつかは壊されたとみられる。平面形は方形で、長辺6.50m、 短辺6.35mを測る。

長軸方向はN-36生Wである。壁はほぼ平担な床面からやや急角度で上がるが、残存状態は不

良で壁高は約10cm程度である。床面の標高は16.701～ 16.747mを 測る。埋土は黒褐色粘質上に

責褐色粘質土のブロックを多量に含むものであった。付属遺構として十数個のピットを検出し

た。この内主柱穴と考えられるのはP-1。 2であり、他の主柱穴は SB-62の西の妻柱と北

-6-
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の側柱によって壊されたとみられ、本来は 4本柱で棟を支えていたと推測される。主柱穴の規

模は、P-1が 径28cm、 深さ37cm、 P-2が 径37cm、 深さ38cmであり、この柱間距離は3.90m

である。他のピットは全体に小さくかつ深さも10cm程度 と浅 く、主柱穴 とするには無理があり

建替えは行われなかったと考えられる。出土遺物には、須恵器、土師器があり、遺構の遺存状

態の割には量的に多く、17点が図示できた。

出土遺物

須恵器 (第24図 1～ 14)

1～ 9は杯蓋で、すべて天丼部 と口縁部 との境はない。口縁部の形態により、下外方に下が

るもの (1・ 2)、 内湾気味に下がるもの (3・ 4)、 天丼部からそのまま緩やかに下がるもの

(5～ 9)に分けることができる。天丼部の調整は、主に回転ヘラ削 りであるが、静止ヘラ削

りを行ったもの (6。 9)も ある。また、ヘラ削 りを行わず、単にヘラ起 しのみのもの (3・

4)も ある。天丼部内面に同心円文のタタキロが残るもの (1・ 4・ 7～ 9)がある。10,11

は杯身で、11の内底面にはタタキロが残存する。12・ 13は聰で、12の 口頸部にはクシ状工具に

よる刺突文が施される。14は壷で、口縁部の 1部が残存していた。口頸部外面には回転カキロ

調整を施す。
P十

黒褐色粘質土に掲色粘質土のプロツクを多量に含む
黒褐色粘質土に褐色粘質上のプロツクを若干含む
黒掲色粘質土

第 6図  ST-28
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土師器 (第 24・ 25図 15～ 17)

すべて甕であり、日縁部は上胴部から「く」の字形に外反する。口縁端部を細 く仕上げるも

の(15。 16)と 端部に丸味を持たすもの(17)が ある。

ST-29(第 7図 )

ST-29は 、調査区北西部で検出した。遺構の約 4分

の 3は調査区外にあると推測される。平面形は方形で、長

辺285m以上、短辺1.80m以上 を測る。長軸方向はN一

83生 wでぁる。壁はほぼ平担な床面より急角度で立ち上

がる。その高さは約25cmで床面の標高は16.512～ 16.614

mを測る。埋土は、主に黒褐色粘質上であるが、床面直

上で黒褐色粘質土に褐色粘質土粒やブロックを若干含む

部分 もあった。付属遺構 として、壁に沿って 1段高 く盛

られたベ ット状 の遺構を検出した。これ以外に、南壁沿

いに掘 り込まれた SB-62の北の側柱の柱穴 2個が残存

するだけで、付属するとみ られる遺構は確認できなかった。出土遺物は、主に土師器で、一部

弥生土器の混入も認められた。これら遺物はすべて細片で復元可能なものはなかった。

ST-30(第 8図 )

ST-30は 、調査区西部南寄 りで検出した。遺構には、 SB-59・ 63、 SA-19の柱穴や ピ

ットが多数掘 り込まれていた。平面形は方形で、東西が長い長方形 を呈す。長辺5,75m、 短辺

3.00mを 測る。長軸方向はN-85生 Eである。壁はほぼ平担な床面か ら急角度で上がるとみら

れるが、壁高は10cm前後 と極めて遺存状態が悪い。床面の標高は16.660～ 16.689mを 測る。埋

土は黒ボクを含む黒色粘質上が主体であるが、床面直上で黒色粘質上に褐色粘質上の小ブロッ

クを含む部分や褐色粘質上のブロックを含む部分 も認められた。付属遺構 として大小10個のピ

ットと壁に沿っ

て多数の小 ピッ

トを検出したが、

その規模や配置

から主柱穴 と考

えられるビット

は確認できなか

った。出土遺物

は少なく、かつ

細片で図示でき

るものはなかった。 0     1     2m

―

引

第 8図  ST-30
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② 掘立柱建物 Ltl

SB-59(第 9図 )

SB-59は、調査区西端部で検出した桁行 4間 (総浸約6.6m、 22尺 )、 梁間 3間 (総長約4.5

m、 15尺 )の南北棟掘立柱建物跡である。棟方向は、N-0° 4生 Eで、ほぼ真北を向 く。柱間

寸法は、桁行が1.35～ 1.95m(4.5～ 6.5尺 )、 梁間が1.20～ 1.80m(4～ 6尺 )と まちまちであ

る。柱穴の掘 り方は方形で、一辺38～ 87cm、 柱径は18～ 24cmである。西側柱の柱穴 2個 と北妻

柱の柱穴 2個 は他の柱穴に比ベー回り小さい。また、南妻柱列は 2間で、柱穴 1個がな く、欠

落した部分が入口であった可能性 もある。これら柱穴の深さは検出面か ら■～59cmで、底面の

標高は16。 197～ 16.665mを 測る。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、部分的に褐色粘質上の小ブ

ロックを若干含む ものであった。遺物には、弥生土器、土師器、須恵器があり、各柱穴より比

較的多く出土しているが、すべて細片で復元可能なものはなかった。

十                      十
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―
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第 9図  ST-59
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SB-60(第 10図 )

SB-60は 、調査区中央部北西寄 りで検 出 した桁行 4間 (総長約 6.6m、 22尺 )、 梁間 2

間(総長約4.2m、 14尺 )の東西棟掘立柱建物跡である。建物は、 SB-59の柱穴 を切 って建て

られている。棟方向は、N-79° 12'一 Wで、 SB-62・ 64の棟方向に近い。柱間寸法は、桁行

が1.5～ 1,8m(5～ 6尺 )、 梁間が1.95～ 2.25m(6.5～ 7.5尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り

方は方形で、一辺0.62～ 1.02m、 柱径は18～ 20cmである。この中で、北側柱の西か ら3個の柱

穴 と南側柱の西から 1間 目の柱穴 1個は、 SB-61の柱穴 と同一であるが、 SB-61は 本建物

の柱穴を切 って建てられているため、本建物の柱痕は残っていない。これら柱穴の深さは検出

面から20～ 44clnで 、底面の標高は16.361～ 16.603mを 測る。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、

部分的に黄褐色粘質土の上粒やプロックを多く含むものであった。遺物には、土師器、須恵器

があるが、出土量は少なく、かつ細片で復元可能なものはなかった。

なお、建物の南側約0.9m離れ SA-19が存在する。 SA-19の柱穴は、本建物の南側柱の柱

穴 とは互い違いに配置されてお り、廂ではな く、日隠し塀ではなかったか とみられる。

トーーー1.5-一キーーーー1.7   -1.8
|

ロ
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第 10図  SB-60
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SB-61(第 m図 )

SB-61は 、調査区北西部で検出した桁行 2間 (総長約4.Om、 13.3尺 )、 梁間 2間 (総長3.0

m、 10尺 )の南北棟掘立柱建物跡である。建物は、 SB-60の柱穴を切って建てられ、内 4個

の柱穴がほぼ同一場所に掘 られていた。棟方向は、N-4° O′ ―Wである。柱間寸法は、桁行が

1.9～ 2.lm(6.3～ 7尺 )と まちまちであるが、梁間は1.5m(5尺 )等間隔である。柱穴の掘

り方は方形で、一辺0.65～ 1,34mを 測 り、 4隅の柱穴が一回り大きくなっている。柱径は18～

26cmである。これら柱穴の深さは検出面から34～ 48cmで、底面の標高は16.379～ 16.671mを 測

る。埋土は黒褐色粘質土に黄褐色粘質上の上粒及びブロックを多量に含むものであった。遺物

には、須恵器、土師器があるが、出土量は少な く、かつほとんどが細片で図示できたのは混入

とみられる須恵器 1点 であった。

出土遺物

須恵器 (第25図 18)

杯蓋で、日縁部内面に断面三角形のかえりが付 く。

SB-62(第 12図 )

SB-62は 、調査区北東部で検出した桁行 4間 (総長約 8.4m、 28尺 )、 梁間 2間 (総長約

4.5m、 15尺 )の

東西棟掘立柱建物

跡である。建物は、

2軒の住居跡 (S

T-28・ 29)を切

って建てられてい

る。棟方向は、N

-82°1生 wで、 s

B-63・ 64の棟方

向に近い。柱間寸

法は、桁行が 1.8

～2.4m(6～ 8尺 )

とまちまちである

が、梁間は2.25m

(7.5尺 )等間隔で

ある。柱穴の掘 り

方は方形で、一辺

60～ 96cm、 柱径は

約18cmで ある。

第11図  SB-61
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これら柱穴の深さは検出面から17～ 42cmで、底面の標高は16.379～ 16.569mを 測る。埋土は黒

褐色粘質上に褐色粘質上のブロックを少量含むものであった。遺物には、須恵器、土師器があ

り、各柱穴から比較的多く出土するが、ほとんど細片で図示できたのは 5点であった。この中

の土師器の杯 4点は、各隅柱の柱穴の底面直上からほぼ原形のまま出上しており、地鎮祭時に

おいて埋納されたものと推測される。
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出土遺物

須恵器 (第25図 19)

皿で、やや九味のある底部から体部は斜め上方へ上がり、口縁部は体部との境から短 く外反

する。P-1か ら出土した。

土師器 (第25図 20～ 23)

すべてほぼ完形の杯で、20は P-2、 21は P-3、 22は P-4、 23は P-5か らそれぞれ出

上した。底部はほぼ平らで、回転ヘラ切 りである。体部は上外方へほぼ真直 ぐ上がり、口縁部を

そのまま丸 く仕上げるもの (20)と つまんで細 く仕上げるもの (21～ 23)と がある。器面はど

れも摩耗しており、調整は不明である。

SB-63(第 13図 )

SB-63は 、調査区中央部南寄 りで検出した桁行 2間 (3.45m、 11.5尺 )以上、梁間 2間

(総長4.95m、 16.5尺 )の南北棟掘立柱建物跡である。棟方向は、N-4° 42′ ―Eで、SB-62・

64の それに近い。柱間寸法は、桁行が1.5～ 1.95m(5～ 6.5尺 )、 梁間が2.4～ 2.55m(8～ 8.5

尺)と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一辺57～ 80cm、 柱径は20cm前後である。これ

ら柱穴の深さは検出面から14～ 40cmで、底面の標高は16.394～ 16.671mを 測る。埋土は黒褐色

粘質土に責褐色粘質土粒を比較的多く含むものであった。遺物には、須恵器、土師器があるが

出土量はわずかで、かつ細片で、図示できたのは土師器 1点のみであった。この遺物は北東隅

の柱穴 (P-1)か ら出土したものである。

(DL=17.00m)
0             2             4m

第 13図  SB-63
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出土遺物

土師器 (第25図 24)

杯で、底部は欠損する。体部は上外方へほば真直 ぐ上が り口縁部に至る。口縁端部は丸 く仕

上げる。

SB-64(第 14図 )

SB-64は 、調査区東南端で検出した桁行 4間 (総長約7.35m、 24.5尺 )、 梁間 1間 (2.lm、

7尺 )以上の東西棟掘立柱建物跡である。建物は、 SA-18の柱穴を切って掘 られているが、

その方向にはほとんど違いはない。棟方向は、N-85° 36′ ―Wである。柱間寸法は、桁行が1.5

～2.25m(5～ 7.5尺 )と まちまちで、梁間は2.lm(7尺 )である。柱穴の掘 り方は方形で、

一辺45～ 70cm、 柱径は15cm前後である。これら柱穴の深さは検出面から14～ 27cmで、底面の標

高は16.541～ 16.660mを 測る。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、部分的に褐色粘質上の刻ヽプロ

ックを含むものであった。遺物には、須恵器、土師器があるが、出土量が少な く、かつ細片で

復元できるものはなかった。

SB-65(第 15図 )

SB-65は 、調査区南西部で検出した桁行不明、梁間 2間 (総長約3.65m、 12.2尺 )の南北

棟掘立柱建物跡であると推測される。棟方向は、N-25° 43′ ―Eで、確認 した建物の中では真

北に対 して最 も大 きな角度を振る建物である。柱間寸法は、桁行が不明で、梁間は1.65～ 2.00m

(5.5～ 6.7尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形 と円形で、一辺35～ 44 cm、 柱径は15Cm

前後である。これら柱穴の深さは検出面か ら16～ 31cmで、底面の標高は16.499～ 16.644mを測

る。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、部分的に褐色粘質上の小ブロックを含むものであった。

遺物には、弥生土器、須恵器、土師器があ り、出土量 も須恵器、土師器を中心に比較的多かっ

たが、すべて細片で復元可能なものはなかった。

(DL=17.00m)
4m

第14図  SB-64

-14-



SB-66(第 16図 )

SB-66は 、調査区西端で検出した桁行 1問 (1.5m、 5尺 )以上、梁間 2問 (3.4m、 11.3

尺 )の総柱東西棟掘立柱建物跡であると推測される。建物の柱穴は、 SK-102・ 103に 切 られて

いる。棟方向は、N-86° 16′ ―Wで、 SB-63の それとほぼ同じ方向を示す。柱間寸法は、桁

行が1.5m(5尺 )で、梁間が1.5～ 1.9m(5～ 6.3尺 )である。柱穴の掘 り方は小さいが方形

で、一辺25～ 32cm、 柱径は10cm前後である。これら柱穴の深さは検出面より27～ 35cmで、底面

の標高は16.440～ 16.515mを 測る。埋土は黒褐色粘質土であった。遺物には、須恵器、土師器

があるが、出土量も少なく、かつ細片で復元できるものはなかった。

(DL=17.20m)

第15図  SB-65・ 66

① 土坑

SK-101(第 16図 )

SK-101は調査 区東南部で検出した。遺構

は 2個 のピットを切 って掘 り込まれていた。平

面形は不整楕円形で、長辺2.00m、 短辺1.05m、

深さ0.39mを測る。長軸方向はN-81生 Eであ

る。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面から

急角度で立ち上がる。また、底面は西に向って

やや傾斜 している。埋土は基本的に黒褐色粘質

土で、褐色粘質上のブロック、土粒の量により

4層に分層できる。遺物量は比較的多かったが、

ほとんど細片で図示できたのは 3点であった。
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出土遺物

須恵器 (第25図 25。 26)

25は 杯蓋で、天丼部は丸味を有 し、口縁部は下外方へ緩やかに下る。日縁端部を下方へ短 く

屈曲さす。26は杯で、平 らな底部にはハの字形に開 く高台が付 く。高台端部は外傾する浅い凹

面 をなす。

土錘 (第25図 27)

須恵質で、円筒形を呈す。ほぼ中央部に径 5 mmの紐孔を穿つ。

SK-102・ 103

SK-102・ 103は 、調査区西端で検出した。 2基 とも遺構の大半が調査区外にある。平面形

は 2基 とも不整方形で、 SK-102が長辺1.65m以上、短辺0.68m以 上、深さ003m、 SK-103

が長辺1,45m以上、短辺0.83m以 上、深さ0.09mを 測る。長軸方向は、SK-102が N-7° 一

E、 SK-103が N-0° 一Eである。断面形は 2基 とも逆台形 を呈 し、壁は底面から比較的緩

やかに上がる。埋土は黒褐色粘質上である。遺物には、須恵器、土師器があるが、出土量はわ

ずかで、かつ細片であり復元できるものではなかった。

SK-104

SK-104は 、調査区東部で検出した。遺構の大半は調査区外になり、全容は不明である。ま

た、遺構は SX-17に 切 られた形 となっている。平面形は不整形で、長辺 2.15m以 上、短辺

1.50m以上、深さ023mを 測る。長軸方向はN-834Eで ある。断面形は浅い逆台形を呈 し、

壁は底面より緩やかに上がる。埋土は黒褐色粘質土に褐色粘質上のブロックを含むものであっ

た。出土遺物は皆無に等 しく、南側の浅いピット状の落ち込みから、土師器片 4点が出土した

のみで、復元できるものはなかった。

SK-105

SK-105は 、調査区東部、 SX-17を掘 り下げた段階で検出した。遺構の約 2分の 1が調査

区外にあるとみられる。平面形は方形で、長辺1,75m、 短辺0.65m以上、深さ0,13mを測る。

長軸方向はN-60生 Eである。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は西に若千傾斜する底面か ら比

較的緩やかに上がる。埋土は黒褐色粘質土であった。遺物には、須恵器片 1点、土師器片 1点

があるが、細片で図示できるものはない。

SK-106

SK-106は 、調査区東端部、 SX-17を 掘 り下げた段階で検出した。遺構は SK-107に切

られている。平面形はほぼ方形で、長辺2.60m、 短辺1,75m、 深さ0.08mを 測る。長軸方向は

N-42生 wでぁる。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は平 坦な底面か ら急角度で立 ち上が る。

埋土は基本的に淡褐色粘質土であり、部分的に暗褐色粘質上の小ブロックを含むものであった。

遺物には、弥生土器、須恵器、土師器が約20点ほどあるが、すべて細片で復元できるものはな

かった。



SK-107

SK-107は 、調査区東端部、 SX-17を掘 り下げた段階で検出した。遺構は SD-55に切 ら

れていた。平面形は不整楕円形で、長辺1.43m、 短辺1.00m、 深さ0.09mを 測る。長軸方向は

N-86生 Eである。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面より急角度で立ち上がる。埋土は黒

褐色粘質上であった。遺物は皆無に等 しく、図示できるものはなかった。

① 溝跡

SD-52・ 53

SD-52・ 53は 、調査区北西部で検出した南北に延びる溝で、雨落 し溝の可能性の強いもの

である。規模は、SD-52が幅0.14～ 0.18m、 深さ約0.07m、 検出長0.55m、 SD-53が幅0.20～

0,25m、 深さ0.07m、 検出長1.40mである。主軸方向は、 SD-52が N-4° 54生 E、 SD-53

が N-4° 38生 Eであり、ほぼ同一方向を示す。断面形はほぼ舟底形を呈 し、壁は底面から緩や

かに上がる。埋土は黒褐色粘質土であった。遺物には、弥生土器片 1点、土師器片 7点があっ

たが、すべて細片で図示できるものはなかった。

SD-54

SD-54は 、調査東部、 SX-17を掘 り下げた段階で検出した北西方向に延びる溝である。

溝は、幅0.63～ 0.80m、 深さ0。 1l m、 検出長3.50mを測る。主軸方向はN二 42° 31′ ―Wである。

断面形はほぼ舟底形を呈 し、壁は底面からやや角度を持って立ち上がる。また、基底面は北西

に向って徐々に傾斜 している。埋土は黒褐色粘質土に褐色粘質土のブロックを含むものであっ

た。遺物には、弥生土器、土師器があるが、すべて細片で図示できるものはなかった。

SD-55

SD-55は 、調査区東端部で検出した南西方向に延びる溝である。溝は、幅0,75～ 0.08m、

深さ約0.20m、 検出長1.50mを 測る。主軸方向はN-35° 43′ ―Eである。断面形は舟底形を呈

し、壁は基底面から内湾気味に上がる。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、部分的に黒色粘質土

の小ブロックを含むものであった。遺物には、弥生土器、須恵器、土師器が約20点 ほどあるが、

すべて細片で復元できるものはなかった。

SD-56

SD-56は 、調査区東端部で検出した東方向に延びる溝である。溝は、幅0.68～ 1,05m、 深

さ約0.14m、 検出長2.00mを測る。主軸方向はN-87° 32′ ―Eである。断面形は舟底形を呈 し、

壁は基底面から緩やかに上がる。埋土は基本的に黒褐色粘質土で、部分的に黒色粘質土の小ブ

ロックを含むものであった。遺物は皆無で、図示できるものはなかった。

③ 塀跡

SA-17(第 17図 )

SA-17は 、調査区西端で検出した東西の塀跡である。塀は、 SB-59の西側柱中央の柱穴

に切 られていた。方向はN-87° 45′ ―Eで、真北に対 してほぼ直交した形 となっている。規模
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は 1問 (2.lm、 7尺 )以上で、柱間寸法も同じである。柱穴

の掘 り方は方形で、一辺60～ 87cmを 測 り、柱径は約18cmであ

る。これら柱穴の深さは検出面から59～ 64cmで、底面の標高

は16.156～ 16.196mを 測る。埋土は黒褐色粘質土であった。

遺物には、須恵器、土師器があり、比較的多く出上 している

がすべて細片で図示できるものはなかった。

SA-18(第 18図 )

SA-18は 、調査区南東部、 SB-64の北側に隣接して検出した東西の塀跡である。方向は

N-85° 6′ ―Wで、 SB-64の棟方向とほぼ同じ方向である。規模は 3間 (総長約5.85m、 19.5

尺)で、柱間寸法は1.65～ 2.lm(5.5～ 7尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一

辺37～52cmを 測 り、柱径は約17cmである。これら柱穴の深さは検出面から 5～ 26cmで、底面の

標高は16.547～ 16.739mを    
…

2.1     1.6… 2.1-

測る。埋土は黄褐色粘質土 A―
の小プロックを少量含む黒

褐色粘質上であった。遺物 A―

には、須恵器、土師器があ

るが、出土量はわずかで、 (DL=17.00m)

かつ細片であり、復元できるものはなかった。 第18図  SA-18

SA-19(第 19図 )

SA-19は 、調査区中央部西寄 り、SB-60の南側に隣接 して検出した東西の塀跡である。

方向はN-79° 20'一 Wで、SB-60の棟方向とほぼ同じ方向を呈し、SB-60に伴 う目隠し塀

ではないかとみられる。規模は 3間 (総長約6.3m、 21尺 )で、柱間寸法は1.8～ 2.4m(6～ 8

尺)と まちまちである。柱穴の掘 り方は方形で、一辺37～ 65cmを 測り、柱径は約18cmで ある。

これら柱穴の深さは検

出面から37～ 65cmで、  A―
底面の標高は16.395～

A―
16.635mを 測る。埋土

は黒褐色粘質上であっ

た。遺物には、須恵器、

土師器が約30点ほどあるが、すべて細片で図示できるものはなかった。

出土遣物

土師器 (第25図 28)

杯で、底部外面は回転ヘラ切 りである。体部はやや内湾気味に上が リロ縁部に至 る。口縁部

は若千内側に折 り返す。

Ｂ
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Ｎ
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(DL=1700m)  
第 19図  SA-19
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m

第17図  SA-17
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1,8         2.1           2.4-

-18-



① 性格不明遺構

SX-16
SX-16は 、調査区北西部で検出した明確な掘 り方を持たない遺構である。遺構はSB-59

・60、 SA-19の 柱穴に掘 り込まれていた。平面形は不整形で、長辺2.95m、 短辺2.55m、 深

さ0。 13mを測る。壁は、起伏した底面から角度を持って立ち上がる。埋土は黒褐色粘質上であ

った。遺物には、弥生土器、須恵器、土師器が約30点ほどあるが、すべて細片で復元できるも

のはなかった。

SX-17
SX-17は 、調査区東部で検出した明確な掘 り方を持たない大きな窪地状遺構である。遺構

は、多数の遺構に掘 り込まれると共に、SK-105等の遺構を掘 り込んでいた。平面形は不整形

で、北東と南西方向にさらに延びているとみられる。規模は、長辺12.80m以上、短辺4.00m以

上、深さ0.07～ 0.25mで ある。壁は、起伏した底面から急角度で上がる部分 と比較的緩やかに

上がる部分 とがある。埋土は基本的に黒ボクを含む黒色粘質上である。遺物には、弥生土器、

須恵器、土師器があり、出土量は比較的多いがほとんど細片で図示できたのは 5点であった。

出土遺物

弥生土器 (第25図 29。 30)

2点 とも支脚で、29は 内面中央部に径 4 mmの 円孔を穿っていたとみられ、30は 中空になって

いる。器面には指ナデ痕が残存する。

須恵器 (第 25図 31)

高杯の脚部で、裾部は欠損する。外面上部に 1条の凹線を施す。

土師器 (第 25。 26図 32・ 33)

32は 椀、33は双耳壷であり、 2点 とも搬入品である。32の 内面には放斜線状の暗文、外面に

はヘラ磨きが施される。33の 内面には横方向のハケ調整、外面には横方向のヘラ磨きを施す。

2点 とも焼成は良好で、胎土も精良である。

① その他の遺構と遺物

遺構

遺構の大半はピットであり、その多くは建物跡等の確認には至らなかったが柱穴ではないか

とみられる。掘 り方は、円形ないし方形を呈す。埋土は基本的に黒褐色粘質上で、中には褐色

ないし黄褐色粘質上のブロックや土粒を含むものがある。遺物には、タタキロの残る弥生土器、

須恵器、土師器、黒色土器等があるが、出土量が少なく、かつそのほとんどが細片であり、図

示できたのは 9点で、P-1～ 5か ら出上している。

P-1は、径約32cm、 深さ約25cmを 測る円形のピットで、SB-66の東妻中央の柱穴を切っ

て掘 り込まれていた。P-2は、調査区東部で検出した径約24cm、 深さ 8 cmを 測る円形のピッ

トである。P-3は、調査区申央』で検出した一辺29～ 34cm、 深さ約29cmを 測る不整方形のピ
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ットである。径約16cmの柱痕が残存する。P-4は 調査区北西部で検出した一辺1.35～ 1,40m、

深さ約0.52mを 測る方形のビットである。 SB-59の北妻の柱穴 1個 を切 って掘 り込まれてい

た。P-5は P-4の 南西約1.3mの所で検出した径 24 cm、 深さ38 cmを 測る円形のピットであ

る。径約18cmの柱痕が残存する。

出土遺物 (第25。 26図 34～ 42)

34は P-1出 上の土師器の杯である。底部外面は回転ヘラ切 りである。35は P-2出 上の土

師質の上錘で、紡錘形に近 い。36は P-3出 上の土師器の小皿である。底部外面は回転糸切 り

である。37～ 39は P-4出 土の上師器の小皿で、底部外面はすべて回転糸切 りである。40。 41

もP-4出 上の上師器の杯で、底部外面は回転糸切 りである。42は東播系の須恵器で、器形は

片口を持つこね鉢である。破片の大半はP-4か ら出上 し、同破片 1点のみが P-5か ら出土

した。

第 2表 金屋地区竪穴住居跡計測表

遺構番号
平面

形態

規 模

(m)

主軸方向

(Nは 真北 )

柱  穴

(主柱穴 )

施   設
面 積

(m2)
備 考

ST-28 方形 6.50)〈 6.35 N-36皇―W ピット等 41 28 古墳時代

ST-29 (2.85)× (1.80) N-83生 w 不明確 ピツト、べノ`ド状遺構等 (5.13) 〃

ST―-30 5,75X300 N-85笙 E 〃 ピット等 17.25 〃

第 3表 金屋地区掘立住建物跡計測表

遺構春号

建 物 名

規 模 離
　
　
側

棟方行

(Nは真北)

備  考梁×桁

(lH9(聞

梁間m×桁行m

凩 凩

柱 間 距 離

梁m(尺 ) 桁 m (尺 )

SB-59 3× 4 4.5(15)× 6.6(22) 1.2(4)～ 18(6) 1.35(45)～ 195(65) 29.70 N-0° 4生 E

SB-60 2× 4 4.2(14)× 6.6(22) 195(65)～ 225(7.5) 1,5(5)～ 18(6) 27.72 N-79°12生W

SB-61 2× 2 3.0(10)× 4.0(13.3) 1.5(5) 1.9(6.3)～ 21(7) 12.00 N-4° 0生W

SB-62 2× 4 4.5(15)× 84(28) 2.25(75) 18(6)～ 24(8) 37.80 N-82° 1生 W 地鎮祭

SB-63 2× 2以上 495(16.5)X345(■ .5)以上 24(8)～ 255(8,5) 15(5)～ 195(6.5) (17118) N-4聖2L E

SB-64 1以上×4 21(7)以上X735(24,5) 2.1(7) 1.5(5)～ 2.25(75) 15.44 N-85° 36生 w

SB-65 2× 一 3.65(12.2)X ――― 165(55)～ 20(67) N-25° 43生 E

SB-66 2Xl以上 34(11.3)X15(5)以 上 15(5)～ 19(63) 1.5(5) N-86° 164_w
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遺構番号 平面番号
規 模

長軸方向
(Nは 真iヒ )

備 考

長辺m 短辺 m 深さm

SK-101 不整楕円形 2.00 1.05 0.39 N-81° 一 E

SK-102 不 整 方 形 (1.65) (068) 0.06 N-7° 一 E

SK-103 4.45 (0.83) 0.09 N-0° 一 E

SK-104 不 整 形 (215) (1.50) 0,23 N-83° 一 E

SK-105 方 形 1,75 (0.65) 0 13 N-60° 一 E

SK-106 2.60 1 75 0.08 N-42° 一W

SK-107 不整楕円形 1.43 1 00 0 09 N-86° 一 E

第 4表 金屋地区土坑計測表

第 5表 金屋地区溝跡計測表

第 6表 金屋地区塀跡計測表

遺構番号
規 模

断面形
方  向

(Nは 真】ヒ)

備 考

幅  m 深 さ m 検出長m

SD-52 0.14～0 18 0 07 0 55 舟 底 形 N-4° 54生 E

SD-53 0.20-0.25 0.07 1.40 N-4° 38生 E

S D-54 0.63-0 80 0.11 3.50 N-42° 31生 w

SD-55 0,75-0.80 0.02 1 50 N-35° 43′一E

SD-56 0 68～ 1.05 0.14 2.00 N-87° 324_E

遺構番号
規 模 方 向

(Nは 蓼肇】ヒ)

備 考

柱穴数 全長 m(尺 ) 柱間距離m(尺 )

SA-17 1以上 21(7)以 上 N-87° 45生 E

SA-18 4以上 5.8(19.5) 1.65(55)～ 2.1(7) N-85° 6生 W

SA-19 6.3(21) 1.8(6)～ 2.4(8) N-79° 20生 W
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麟 〒面刃麹
規
一

模

備    著
飽 m 鰯 深さぬ

S‐X― lej 不 整 影 2195 2お応 0.13

SX-17 不 整 形 12.― 醜 4.m以上 0.0子■o.25

第 ,表‐金屋地区性格不明逃構計剤崇
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2 神 ノ木戸地区

(1)調査方法 と経過

今次の発掘対象地は南国市比江字神 ノ木戸580・ 581番地であ り、標高約17.lmを測る畑地で

ある。第23次の調査区であった金屋地区とは北西部で隣接する。この神 ノ木戸地区は、南北約

120m、 東西約130mを 測る地区で、第 4次 と第 7次の際調査 を実施 している。第 4次の調査は
位)

重要遺跡確認緊急調査として国庫補助を受け実施 したもので、第 7次の調査は市道改良工事に

伴う緊急発掘調査であった。第 4次の調査の際には、調査区北端部で東西に延びる溝 3条 (S

D-1～ 3)を確認している。

調査は、まず調査区中央に東西 トレンチ (4× 30m)を 設定して行った。その結果、調査区

西部で南北に延びる溝跡 (SD-57)を 確認したため、その延長確認のための南北 トレンチ (

3× 6m)2本 を設定した。さらに南側の南北 トレンチから建物跡 (SB-67)の西妻柱列を

検出したため、東へ 7m拡張した。最終的な発掘調査面積は198m2であった。

今次の調査によって確認された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、土坑 5基、溝跡 1条及び柱穴と

みられるピット約70個 であった。出土遺物は、遺物包含層が残存していなかったため少なく、

総点数約 1,000点 であった。これらの遺物は、主に SK-111・ 112と SD-57か ら出土してい

る。遺物の種類には、須恵器、土師器、黒色土器、青磁、自磁、備前等があるが、ほとんど細

片で復元できたものはわずかであった。

これら遺構、遺物の時期は主として平安時代から中世初頭にかけてのものである。この中で

は、SB=66、 SD-57な どが古代官衛関連の遺構 と考えてよいのでなかろうか。

(2)層序

今次の調査において認められた基本層序は以下の通 りである。

第 I層 耕作土層

第H層 灰褐色砂礫土層

層位中、遺構が検出されたのは第H層上面である。換言すれば第 I層直下が遺構検出面とな

っていた。また、遺物包含層は全 く認められなかった。

第 I層 は表土層で、現在の耕作土層である。厚さ15～ 20cmを 測る。この層中にも小礫が比較

的多く混入していた。

第H層 は基盤の砂礫土層で、遺構検出面となっている。この砂礫土層は、砂礫の大きさによ

って数層に分層できるが、基本的には同一層であり、一つの層 として表記した。

層序中には、遺構の埋土となっていた黒褐色粘質土などは認められず、かなりの上層が削平

されたと推測される。また、調査区は、北東から南西に向って徐々に傾斜する微高地上に位置

しており、東と西へ向ってもそれぞれ傾斜している。



(3)遺構 と遺物

① 掘立柱建物跡

SB-67(第 20図 )

SB-67は 、調査区南部で検出した桁行 3間 (総長約 4.35m、 14.5尺 )、 梁問 2間 (総長約

3.3m、 11尺 )の東西棟掘立柱建物跡である。棟方向は、N-89° 41'一 Wで、真北 にほぼ直交

した形 となっている。柱間寸法は、桁行が1.25～ 1.7m(4.2～ 5.7尺 )、 梁間が1.6～ 1,7m(5。 3～

5,7尺 )と まちまちである。柱穴の掘 り方は、東妻中央の柱穴が 円形である以外すべて方形で

あり、四隅の柱穴は基本的に大 きいが、概 して柱穴の大きさは一定 しない。その規模は、一辺

26～ 77cmを 測 り、柱径は約20cmである。これら柱穴の深さは検出面か ら16～ 40cm、 底面の標高

は16.620～ 16.777mを 測る。埋土は黒褐色粘質上であった。遺物には、須恵器、土師器がある

が、出土量が十数点 と少な く、かつ細片で図示できるものはなかった。

② 土坑

SK-108

SK-108は 調査区西部で検出した。遺構は調査区外に延びている。平面形は不整形で、長

辺2.25m、 短辺1.55m、 深さ0。 19mを 測る。長軸方向はN-4° 一Wである。断面形は舟底形を

呈 し、壁は底面より緩やかに上がる。底面には、ピットや ピット状の浅い落ち込みが認められ
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た。埋土は黒褐色粘質上であった。遺物には、弥生土器、須恵器、土師器、瓦器があるが、出

土量が約20点 と少な く、かつ細片であり、復元できるものはなかった。

SK-109

SK-109は調査区西部で検出した。遺構は SK-108を切 って掘 り込まれ、調査区外へ廷び

ている。平面形は不整方形で、長辺1.55m、 短辺0.80m以上、深さ0.16mを測る。長軸方向は

N-38生 wでぁる。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面より急角度で立ち上がる。底面には、

SK-108同様にピットやピット状の浅い落ち込みが認められた。埋土は黒褐色粘質上であった。

出土遺物は皆無であった。

SK-110

SK-110は 、南側拡張区、調査区南部で検出した。遺構は調査区外に延びている。平面形は

不整方形で、長辺1.61m、 短辺1.00m以上、深さ0,12mを測る。長軸方向はN-84生 wでぁる。

断面形は逆台形を呈 し、壁はほぼ平坦な底面より急角度で立ち上がる。埋土は黒褐色粘質上で

あった。出土遺物は皆無であった。

SK-111(第 22図 )

SK-111は調査区東部で検出した。遺構は SK-112に切 られている。平面形はほぼ方形を

呈す とみられ、長辺1.90m、 短辺1.65m、 深さ0.53mを測る。長軸方向はN-71生 wでぁる。

断面形は逆台形を呈 し、壁は底面より垂直に近い角度で立ち上がる。底面は中央部がやや窪ん

でいる。埋土は黒褐色粘質上で、拳大の小石 を含むものであった。遺物には、須恵器、土師器

等があるが、土師器の出土量が圧倒的に多く、図示できた13点はすべて土師器であった。

出土遣物

土師器 (第 26・ 27図 43～ 55)

43～ 47は小皿である。43～45の底部外面は回転ヘラ切 りで、46・ 47のそれは回転糸切 りとな

っている。48は皿で、底部外面は回転糸切 り後ナデ調整を行っている。体部は内湾気味に上が

暗黒掲色粘質土 Ш 小礫混黒褐色粘質土
礫混黒色粘質土

Ⅲ

SK-111挙f痘郁 :

第22図  SK-111・ 112

笏(DL=17.20m)



り、口縁部で若干外傾する。49は杯で、底部外面は回転糸切 りである。休部は上外方へやや内

湾気味に上が り口縁部に至る。口縁端部は九 く仕上げる。50・ 51は椀で、形態、手法等が全 く

同じである。この 2点は自色土器 とか須恵系土師質土器 と呼称されているものである。底部は
修)            O)

やや九味を有し、体部は内湾気味に上が り、口縁端部で短 く外反する。体部外面約 3分の 2に

回転ヘラ削り調整を行う。底部外面端にはハの字形に開く高台が付 く。52～ 551ま羽釜で、口縁

部下には鍔が付 く。53と 55の 外面には煤の付着が認められる。

SK-112(第 22図 )

SK-112は調査区東部で検出した。遺構はSK-111を 切って掘 り込まれていた。平面形はほ

ぼ方形を呈し、長辺1.98m、 短辺1.82m、 深さ0,80mを 測る。長軸方向はN-75生 wでぁる。

断面形は逆台形ないし袋状を呈し、壁は底面より垂直に近い角度で立ち上がる。底面は中央部

がやや窪み、北西壁直下にピット1個が掘 り込まれていた。埋土は人頭大の礫を境 として 2層

に分層され、上層が暗黒褐色粘質上、下層が礫混黒色粘質上であった。遺物には、須恵器、土

師器、備前等があり、出土量も比較的多かったが、図示できたのは 5点であった。

出土遺物

土師器 (第27・ 28図 56・ 57)

56は小皿で、底部外面は回転糸切 りで、板状圧痕が残存す

る。体部は上外方へ真直 ぐ上が り口縁部に至る。口縁端部は

九 く仕上げる。57は 羽釜で、日縁直下に鍔が付 く。胴部から

口縁部にかけては若千内傾 して立ち上がる。

瀬戸焼 (第27図 58)

おろし皿で、内底面には格子 目状のおろし目が付 く。底部

外面は回転糸切 りである。

備前焼 (第28図 59)

甕で、口縁部は所言胃玉縁口縁 をなす。

砥石 (第 28図60)

細粒砂岩の祗石で、 4面に使用痕が残る。

① 溝跡

SD-57
SD-57は 、調査区中央部西寄 りで検出した北東から南西

方向に延びる溝跡である。溝は、幅0.8～ 1.15m、 深さ0.66～

0。 98m、 検出長13.3mを 測る。主軸方向はN-24° 50′ ―Eで

ある。断面形は概ね箱形を呈し、壁は底面から急角度で立ち

上がる。また、基底面は、検出した溝跡の中央を境に北へ約

0.31mの 比高差、南へ約0.21mの 比高差を持って傾斜してい

(DL=17.20m)?

a―

e―

I 黒褐色粘質土

Ⅱ 灰色砂礫土

Ⅲ 黒色粘質土

――f
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る。埋土は 3層に分層され、 I層が黒褐色粘質上、H層が灰色砂礫上、Ⅲ層が黒色粘質土であ

る。遺物には、弥生土器、須恵器、土師器、白磁、青磁等があり、出土量も比較的多かったが

ほとんど細片で復元できたのは 3点であった。

出上遺物

弥生土器 (第28図 61)

壺で、口頸部は外傾して立ち上がり、口縁部で大きく外反し、口縁端部は内傾する浅い凹面

をなす。

備前 (第28図 62)

構鉢で、内面には 6本の条線が残存する。

青磁 (28図 63)

碗で、同安窯系の青磁 と考えられる。内面には、クシ描とヘラ描による花文が施される。

① その他の遺構と遺物

遺構

遺構はすべてピットであり、その多くは建物跡等の確認には至らなかったが柱穴ではないか

とみられる。掘 り方はほとんど円形を呈し、概して深さは浅かった。埋土は基本的に黒褐色粘

質土であった。遺物には、須恵器、土師器等があるが、出土量がわずかで、かつほとんどが細

片であり、図示できたのはP-1出上の上師器 1点のみであった。

P-1は、SB-67の北西隅の柱穴を切って掘 り込まれた径25～ 30cm、 深さ21cmを 測る円形

のピットである。

出土遺物 (第28図 64)

土師器の小皿で、底部外面は回転糸切 りである。体部は斜め上外方へほぼ真直 ぐ上がリロ縁

部に至る。口縁端部は丸 く仕上げる。器壁は全般に肉厚である。

註

(1)高知県教育委員会『土佐国行跡発掘調査報告書第 1集』 一神 ノ木戸・クゲ 。国庁地区

の調査- 1980年 3月

は)奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告書�』 1985年 3月

(0 福田健司「南武蔵における平安時代後期の上器群」『古代末期～中世における在地系土

器の諸問題』 神奈川考古同人会 1986年 2月
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第 8表 神 ノ木戸地区掘立柱建物LTl計測表

第 9表 神 ノ木戸地区土坑計測表

第10表 神 ノ木戸地区溝跡計測表

遺構番号

1建物跡)

規 模

面 積

(∬ )

棟方行

(Nは真北)

備  考梁×桁

(lHO (聞

梁問m×桁行m

lRl  lkl

柱 間 距 離

梁 m(尺 ) 桁 m(尺 )

SB-67 2× 3 33(11)× 4.35(14.5) 1.6(5,3)～ 1,7(5,7) 1,25(4,2)～ 17(57) 14.36 N-89° 41生W

遺構番号 平面形態
規 模

長軸方向
(Nは 真Hヒ )

備 考

長辺m 短辺 m 深 さm

SK-108 不 整 形 2.25 N-4生 w

SK-109 不整方形 (080) N-88生 w

SK-110 (1.00) N-84と W

SK-111 方  形 0.53 N-71生 w

SK-112 N-75笙 W

遺構番号
規 模

断面図
方  向

(Nは AIIヒ )

備 考

幅  m 深さm 検出長m

SD-57 0.8～ 1.15 0.66-0.98 箱  形 N-24° 50L E
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総

本年度の調査は、重要遺跡確認緊急調査 として土佐国衛跡の発掘調査 を始 めてか ら10年

目に当たる。調査対象地区は金屋地区の南部 と神 ノ木戸地区の中央部であった。本年度の調査

で、比江地区中央部 (東西約80m、 南北約120mの範囲 )を 除いた大部分の調査がほぼ一通 り実

施されたことになる。

本年度の 2地区の調査でも、政庁跡に比定でき得 る遺構は確認されなかったが、金屋地区の

調査では地鎮祭を行った建物跡を始め として多数の官衛関連 とみ られる建物跡 を確認 し、神 ノ

木戸地区の調査でも官衛関連 とみられる掘 り方のしっか りした溝跡を検出することができた。

金屋地区での建物跡の検出状態は、例年にな くまとまってお り、周辺部に多数 の建物群の存在

を窺わせる。神 ノ木戸地区で検出した溝は、微高地上に掘削されたものであり、立地的にみて

溝以東には官衛関連の遺構の存在が少ないであろうことは推測に難 くない。一方、遺物からみ

た場合、本年度の 2つの調査地区は共に表土層直下が遺構検出面であり、遺物包含層が全 く残

存しなかったため出土量が極めて少なく、多くを推測し得る状況ではなかった。以下調査地区

ごと時代別に検出した遺構、遺物の概要をまとめてみたい。

1 金屋地区

今次の調査で出上した遺物は、弥生時代後期から中世前半にかけてものであるが、遺構とし

て確認できたのは古墳時代後期以降のものであった。この中には古代の官行に関連するとみら

れる掘立柱建物跡 8棟、塀跡 3条が含まれる。

(1)古墳時代

遺構としては、ST-28～ 30等が該当する。 ST-28は 一辺6.35～ 6.50mを 測る大型の住居

跡で、今次までに比江地区で検出した住居跡の中で最大規模のものである。遺物は、遺構の遺

存状態に比べ多く出土しており、概ね 6世紀末～7世紀前半に位置付けられるものである。特

に、須恵器の杯蓋の出土量が多い。これら杯蓋は、天丼部と口縁部の境がなく、天丼部の調整

技法に 3種類の技法がみられる。すなわち(1)ロ クロから切 り離す際のヘラ切 り痕 を残さず、す

べて回転ないし静止ヘラ削り調整を施すもの (6～ 9)、 (2)回 転ヘラ削 り調整 も一部施すが、

ヘラ切 り痕を残すもの (1・ 2・ 5)、 (0回転ヘラ削り調整を全 く施さず、ヘラ切 り痕を残すも

の (3・ 4)がある。これら3種類の調整技法の須恵器は、同一遺構から出上 しており、調整

技法自体には時期差が認められるが、ほぼ同時期と考えてよかろう。また、この時期の須恵器

の杯に静止ヘラ削りを施す例は極めて希なことを付記しておきたい。 ST-29。 301よ 、出土

遺物が極めて少なく、明確な時期決定は行えないが、古代の建物がそれらの遺構を切って建て

られていることから、少なくともそれ以前の遺構であり、数少ない出土遺物には古墳時代の遺

物しかなく、ST-28の時期 と大きな隔たりはないものとみられる。また、他の調査区で確認

した住居跡の大半がST-28の 時期 とほぼ同じであることからもそのことはいえよう。

Ｔ
Ｅ
■

ｉ
Ｅ
■

Ｉ
Ｅ
■
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(2)古代

ここでは、奈良時代 と平安時代の遺構、遺物について述べる。遺構では、 SB-59～ 66、 S

A-17～ 19、 SK-101等が代表的な遺構である。遺物には、奈良時代に属する須恵器 (25。 26

等 )、 土師器 (32・ 33等 )か ら10～ 11世紀頃とみられる土師器 (24)がある。

まず、これらの内奈良時代に属するとみられるのは、 SB-59、 SA-17、 SK-101等 で

ある。 SB-59か ら図示できる遺物は出土 しなかったが、すべて 8世紀代以前のものであ り、

またその棟方向はほぼ真北を向いている。 SA-17は 、 SB-59の柱穴に切 られてお り、 SB
-591こ 先行するとみられるが、その方向に大きな違いはなく、ほぼ伺時期と考えてよくはなかろ

うか。 SK-101は 、その出土遺物からすると先の 2つ の遺構に先行するとみられ、 8世紀中葉

に位置付けられるのではなかろうか。なお、SX-17か ら出上した土師器 2点 (32・ 33)は搬

入品とみられ、33の双耳壺は県下 では初めての出上である。

平安時代には、他の大半の遺構、遺物が含まれる。この内出土遺物から時期を推測できるも

のはSB-62で ある。SB-62は 、四隅の柱穴から地鎮祭の時埋納されたとみられる土師器 (

20～ 23)がほぼ完全な形で出土しており、その上師器の形態からみて 9世紀後半頃ではないか

と考えられる。また、規模が今次までに確認した建物の中では最大級であり、かつ地鎮祭を行

っていることから考えて重要な建物であった可能性が強い。ただし、政庁に直接関連するもの

であったとは考え難い。他の遺構は、明確な出土状態の遺物がなく、混入したとみられる遺物

もあり、明確な時期は言い難 く、棟方向を中心とした配置等から推測しなければならない。S

B-63・ 64は ほぼ同じ棟方向を呈し、SB-63か ら10～ 11世紀頃とみられる遺物 (24)が出土

していることから、SB-64も ほぼその時期 として大きな時期の隔りはないであろう。また、

SA-18は 、SB-641こ切 られているが、ほぼ同じ方向を示しており、SB-64の時期 と近い

時期であったと考えてよくはなかろうか。SB-60は 、SB-59を切って建てられていること

と付属するとみられるSA-19か ら出上した土師器 (28)が 8世紀末～ 9世紀前半にかけての

ものであると考えられることから、ほ,Fそ の時期に建てられ、SB-62に先行する建物とみら

れる。SB-66は 、柱穴自体は小さいが総柱の建物であり、P-1に切られている。P-1か
らはSB-62出上の上師器 (20～ 23)と 同じタイプのものが出土しており、SB-66は SB―
62に 先行する可能性があるが、ここでは大きく9世紀頃と把握しておきたい。SB-65は 、出

土遺物が少なく、かつ棟方向が他 とは異なり、大きく平安時代 という範疇でとらえなければな

らなかった。 SB-61は 、SB-60を切って建てられ、柱穴が重複したのもあるが、棟方向が

SB-61と は全 く異なり、時期差を感じざるを得ない。ただし、掘 り方がしっか りしている点

など考慮するとさほど大きな時期の隔りはないのかもしれない。

(3)中世

この時期に属するものは極めて少なく、遺構ではP-4・ 5等 をあげることができる。P―

4出上の42は 、東播系の須恵器で、その形態からみて13世紀前後と考えられる。
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2 神ノ木戸地区

今次の調査で出土 した遺物は、弥生時代中期末から中世にかけてのものであるが、遺構 とし

て確認できたのは古代以降のものであった。この中には、古代の官衛に関連するとみられる溝

跡 1条 、掘立柱建物跡 1棟が含まれる。

(1)古代

この時代の遺物は各遺構から出土 しているが、すべて平安時代以降のものである。 SB-67

は、棟方向が真北にほぼ直交 した形 となってお り、比較的古い要素のものであるが、 8世紀代

に遡る遺物は出土しておらず、 9世紀以降の建物 と考えざるを得ない。 SD-57は 、その出土

遺物からみて 9世紀頃に掘削され、その堆積状態からみて一時期に一気に埋められたと考えら

れる。その時期は、備前の構鉢 (62)や青磁の碗 (63)か らして14世紀頃 と考えることができ

よう。また、これは、比江地区全域でみられる土地の削平や整地層がこの時期の所産であると

もいえるのではなかろうか。 SK-11引よ、出土の摂津C型の羽釜や土師器 (50,51)か らみて

11世紀頃のものではないかと考えられる。

(2)中世

明らかにこの時代に掘削されたとみられるものは数少ない。前述のSD-57は この時代に埋

められたものではあるが、機能的には古代のものである。また、SK-112は SK-111を切っ

て掘削されており、SD-57同様の堆積状態を呈し、一気に埋められたとみられる。SK-112

の掘削時期は少なくともSK-111の 廃絶時期より新しく、埋められた時期は出上の備前の甕(59)

からして14世紀頃とみられる。

3 まとめ

以上、両地区の遺構、遺物の概要について述べたが、本年度も直接政庁跡に結び付 く遺構を

検出することはできなかった。しかし、地鎮の祭 りを行った建物跡の確認を始め多数の建物跡

が検出されたことは、周辺部にも官衛関連の建物が多数存在することを窺わせるものである。

また、SD-57の存在は、国府域を考える上での貴重な資料たり得るものではなかろうか。

何はともあれ、来年度以降、未調査地区として残った比江地区中央部を調査することが、土

佐国衛跡解明に繋がるものと確信している。



Ⅳ 側年間の成果と今後の課題

土佐国衛跡の発掘調査は、昭和54年度から高知県教育委員会が調査主体 とな り実施 してきた。

この間、比江地区で運動公園問題が起った昭和61年度には調査が中止 とな り、翌昭和62年度は

南国市教育委員会が調査主体 となり実施 している。

土佐国衛跡発掘調査開始の切 っ牲卜けとなったのは昭和53年 に比江地区でおこった高知空港整

備拡張事業 に伴う代替地問題であり、以後国府史跡保存会や地元の方々のえ跡保存運動の中で、文

化庁や奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターの指導 を得て、高知県教育委員会が調査を進

めてきた。10年 間の発掘調査総面積は7,006.6∬ である。土佐国府域が方 4町であったと仮定

した場合、その約 4%を調査 したことになる。

まず、この10年間の調査方針についてみてみたい。最初の 5ヶ年は、「国庁」、「内裏」、「内 日

吉」等の国衛に関連する古代名称の現存する土地を調査対象地に選定 し調査 を実施 した。換言

すれば、地名 (ホ ノギ)を 頼 りに調査を進めて来た ともいえる。そのため、政庁跡の確認を目

的 としながらも、隣接部分や近接した部分の調査が多くなってしまった感がある。なお、昭和

58年度には比江地区全域の航空測量並びに公共座標の設置を行っている。 6年 目以降は、政庁

域は少なくとも60m四方以上の規模であろうという仮定の もと、未調査地区の調査に切 り替え

調査を実施 してきた。なお、重要なものが確認されれば、隣接部分の調査 も実施 している。結

果的には、政庁跡の確認には至 らなかったが、比江地区中央部 を残 し、周辺地域をほぼ一通 り

調査 したことになる。言い換えれば、政庁跡が存在するに足るスペースを持った未調査部分は

残 り少なくなったともいえ、後数年のうちに何 らかの結果がでるのではなかろうか。

10年間の調査によって確認された遺構は、竪穴住居跡30軒 、掘立柱建物跡67棟、土坑 112基

(土坑墓も含む )、 溝跡57条 、塀跡19条 、性格不明遺構17基等であった。これら遺構の時期は、

弥生時代から中世にまで及ぶ。次に、検出された遺構を時代ごとに概観してみたい。

弥生時代については、遺物では中期後半のものから終末頃のものが発見されているが、遺構

として確認されたのは、すべて終末 とみられるものである。遺構 としては、ST-25、 SK

-79～ 83(上坑墓)等をあげることができる。これらの遺構は、比江地区北東部で確認された

ものであり、他の部分での発見例はない。これからするとこの時代の遺構はある程度限られた

部分に分布する可能性もある。

古墳時代の遺構、遺物は、ほぼ古墳時代後期、 6世紀後半以降のものに限定される。このう

ち 7世紀後半以降の発見例はわずかで、 3軒の住居跡 (ST-1～ 3)と それに伴う土坑 (S

K-1。 2)等が確認されているに過ぎない。このことからこの古墳時代の遺構のほとんどは

6世紀後半から7世紀前半に位置付けられるものであるということもできよう。これは、現状

での須恵器編年による結果であり、将来陶邑でいうところの 3段階の須恵器の土佐での位置付

が明確になれば、時期的にもう少し下がる可能性も十分考えられ、土佐国行成立までの時期を



埋め得る資料になるのか もしれない。ただ、現状 としては、比江廃寺建立前後から土佐国衛

成立に至るまでの間の時期に該当する遺構の存在が不明確 といわざるを得ない。これは、土佐

国衛成立時期 とも大 きく関わり、今後解明していかなければいけない問題の 1つである。なお、

この時期の住居跡の規模は概ね一辺 4m前後を測るもので、本年度の調査で確認したST-28

が最大規模の住居跡で一辺約6.5mを 測る。これら住居跡は、各調査区 よ り検出されているが

北部を中心に中央部にかけて比較的多く分布 している。

古代が、比江地区の中心 となる時代であ り、奈良・平安時代に当たる。本来は奈良時代 と平

安時代 とを区分 して記述すべ きであるが、出土遺物等の関係上現時点で「奈良時代末ないし平

安時代初頭」等の表現 を使用せ ざるを得ない遺構 も多々みうけられる。まって、ここでは奈良

時代 と平安時代 とを併せ、また官衛関連 とみられる遺構について記述することにする。

まず、明らかに奈良時代に属するとみられる遺構 もい くつかみうけられる。建物跡では SB

-1・ 14。 15。 17～ 19。 49・ 50・ 59、 塀跡では SA-4～ 7。 17、 溝跡ではSD-1・ 11・ 12

・44等が該当する。これらの内奈良時代前半に属するとみられるものには、SB-14。 18・ 19が

ある。他の遺構は概ね奈良時代後半に属するとみられる。この内、 SD-11・ 12は 東西に延び

る溝跡で、何 らかの区画 をなす溝の可能性がある。また、SB-1と SB-19は確認された奈

良時代の建物 としては大きく前者が 2× 6間の東西棟、後者が 2× 5間の東西棟であり、 SB

-18は数少ない総柱の建物 (2× 4間 )である。これら遺構は比江地区中央部南寄 りから中央

部北寄 りにかけて検出されている。

奈良時代末から平安時代初頭に位置付けられているものには、 SB-7・ 8。 16。 31・ 32・

35。 37・ 40～ 47等 の建物跡がある。これら建物跡の柱穴 もすべて方形の掘 り方をなす ものであ

る。この内、 SB-39と SB-44は 、遺構番号は異なるが、同一の建物跡 と考えられてお り、

2X10間の東西棟 と想定される。また、 SB-42は 2X4間 の南北棟であるが、柱間寸法が 7

～ 8尺 (2.1～ 2.4m)と 通常土佐国衛跡で検出される建物跡の柱間寸法が 5～ 6尺 (15～ 1.8

m)であるのに比べ、一回り大きくなっている。これらの遺構は、比江地区南部 と中央部で検

出されている。

平安時代以降については、出土遺物の関係上時期 を明確にし得ない遺構 も多々みうけられ、

大まかに時期区分せ ざるを得ない。平安時代以降の遺構には建物跡では SB-9。 34・ 51・ 56

。57・ 60～ 67、 溝跡では SD-2～ 4・ 49・ 50・ 57、 塀跡では SA-14～ 19、 室ないし兵合跡

とみられるSX-1～ 15等がある。この内、 SXについては、出土遺物 も量的に多く、 9～ 10

世紀前半 と10世紀後半に区分され、比江地区北東部で集中して検出されている。他の遺構の内、

平安時代前半に位置付けられているものは、建物跡では SB-9・ 56・ 57・ 60・ 62、 溝跡では

SD-4、 塀跡ではSA-14～ 16等がある。この内、 SB-62は地鎮祭を行った建物で、かつ

柱間寸法が今次までに検出された建物跡の中で最大のものである。他の遺構は、出土遺物が少

なく、かつ細片であったため、大きく平安時代 という範疇でとらえなければならなかった。た
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だし、平安時代でも比較的新 しい時期に属するのではなかろうか。これら遺構は、比江地区南

西部から北東部にかけてみられ、特に北東部にその分布が顕著である。

中世に位置付けられる遺構は、概ね12～ 14世紀、鎌倉時代から室町時代の初め頃までのもの

である。それら遺構は、第11次調査の「太郎二郎ヤシキ」、第13次調査の「クゲ」の調査の際検

出された溝に囲まれた屋敷跡など、「内日吉」を中心 とする部分で多 く確認されている。比江地

区全体でみても、中央部から南部にかけて集中してお り、北部、東部では少ない。また、比江

地区での土地の削平並びに整地は、整地層出上の遺物や SD-57等の遺構出上の遺物からみて

14世紀前後の所産ではないか と考えられる。

以上、検出された遺構 を時代 ごとに弥生時代から中世にかけてみてきたが、次に政庁跡、国

府域について課題や問題点を含めまとめてみたい。

まず、政庁跡について、現在確認されている建物跡か らその位置を推測 してみたい。確認さ

れている建物の中で、比較的規模の大きな建物 としては、 SB-1(2× 6間の東西棟 )、 S

B-19(2× 5間の東西棟 )、 SB-39。 44(2× 10間の東西棟 )、 SB-42(2× 4間の南北

棟 )、 SB-43(2× 4間の南廂付南北棟 )、 SB-50(2× 4間の東西棟 )、 SB-59(3× 4

間の南北棟 )、 SB-60。 62(各 2× 4間の東西棟)等がある。柱間寸法でみた場合、SB-42
・ 43、 SB-62等が他の建物のそれよリー回り大きく、かつ SB-62では地鎮祭 を行っている。

これら建物は、それぞれ時期差があり同時期に存在 していたものではないが、すべて比江地区

中央部 (東西約80m、 南北 120m)に 隣接する調査区で確認されている。この結果からすれば

政庁跡は未調査の中央部に存在する可能性が強 くなってくるのではなかろうか。また、この部

分には「デンヤシキ」の地名も残存する。一方、政庁跡が確認されている他国の例を参考にす

れば、一概に官衛関連の建物が集中する地域にあるとは限らず、周辺部に存在することも考え

られよう。ともか く、現時点での政庁跡の確定は難しいが、政庁跡確認の大きな鍵を握るのは

比江地区中央部の調査であるといえるのではなかろうか。

次に、国府域についてであるが、現時点では規格性のある溝跡、塀跡の検出例は少なく、更

に国府域を区画するような大規模で、かつ規格性のあるものは発見されていない。現在確認さ

れている濤跡の内、規模が比較的大きくまた規格性もある程度認められる溝には、SD-4。 11

・12。 44・ 57及 び第19次調査の際発見された溝跡等がある。SD-4は 、一辺25～ 30mである

と推測され、小規模な建物群を区画したのではなかろうか。 SD-11・ 12に ついては前述して

いるように何らかの区画をなす溝であるとみられるが、政庁等の大きな区画をなす溝とは考え

難い。 SD-44・ 57は 、断面箱形を呈し、掘 り方もしっか りしているが、それぞれほぼ北東か

ら南西に延びる自然地形の微高地頂部に掘削されたものである。第19次調査の際発見された溝

は、その北側の壁を確認したもので、幅 2m以上に及ぶと推測され、現排水路に沿って東西に

延びる。この 3条の溝はどれも検出長が短 く、どのような関連を持つか不明であるが、今後国

府域を考える上で追求していかなければならない遺構ではなかろうか。
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国府の規模については、前述の通 り区画する遺構が確認されてない以上深 く言及できないが、

検出した遺構の状態から考えるならば方 4町 より小さくなる可能性があるのではなかろうか。

その際、方 3町 という想定も考えなければならないのかもしれない。

上佐国衛跡について、10年間の発掘調査から概観してきたが今後解明しなければならない課

題は山積みされた状態であり、10年が経ってまだ緒についたばか りという感がする。ともか く

早急に政庁跡の位置を確定し、国府域の範囲も確認しなければならない。他にも、土佐国衛成

立以前の様相、土佐国衛成立 と廃絶の時期等々の課題についても追求しなければならない。

このようにさまざまな課題を抱えて、10年間の調査を終了したわけであるが、ビニールハウス

等の関係で調査不可能な部分も多く、調査できる個所も数少なくなってきて、今後どこまで解

明できるかという難問も一方では残っている。

第11表 土佐国衛眈発掘調査報告書一覧

『土佐国衡跡発掘調査報告書第 1集』

会 昭和55年 3月

『上佐国衛跡発掘調査報告書第 2集』

『土佐国行跡発掘調査報告書第 3集』

『土佐国衛跡発掘調査報告書第 4集』

昭和58年 3月

『土佐国衛跡発掘調査報告書第 5集』

59年 3月

『土佐国府跡発掘調査測量用骨格基準点設置報告書 点の記』 高知県教育委員会 1984.3

『土佐国衛跡発掘調査報告書第 6集』―一ノ坪・鍛冶給 。松ノ下地区の調査― 高知県教育委

員会 昭和61年 3月

『土佐国衛跡発掘調査報告書第 7集』

和62年 3月

『土佐国衛跡発掘調査報告書第 3集』

63年 3月

『土佐国行跡発掘調査報告書第 9集』

『土佐国衛跡発掘調査報告書第10集』

成 2年 3月

―神ノ木戸・クゲ・国庁地区の調査― 高知県教育委員

―内裏地区の調査― 高知県教育委員会 昭和56年 3月

―府中地区の調査― 高知県教育委員会 昭和57年 3月

一府中・太郎ヤシキ地区の調査― 高知県教育委員会

一堂ヶ内・クゲ地区の調査一 高知県教育委員会 昭和

―松ノ下・南屋敷地区の調査一 南国市教育委員会 昭

―松 ノ下・金屋地区の調査― 高知県教育委員会 昭和

一金屋地区の調査一 高知県教育委員会 平成元年 3月

一金屋 。神ノ木戸地区の調査一 高知県教育委員会 平
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挿図番品 遺構番号 器  種 器 種

(Cm)

径
高
径
径

口
器
胴
底

形 態・文 様 手 法 備  考

24-1 ST-28 須恵器

杯(蓋 )

・２ ３

４ ‐

　

一
　

一

天丼部はほぼ平らで、日縁部は下
外方へ下り、端部を丸 く仕上げる 粟 鼻 承 爪音島ラ だ 占簑 Kレ 削 り

調 整 。 天丼 部 内面 に 同心 円文 の

タ タキ ロが残 存 。他 は 回転 ナ デ
調 愁 _

〃-2
ｍ
４．　一　一

マ キアゲ、 ミズビキ成形。
天丼部外面に回転ヘ ラ削 り調整
とヘ ラ起 し痕が残存。他 は回転
ナデ調整。

〃-3
・・６
蠅
　
一　
一

天丼部は九味 を有 し、口縁部 は内

湾気味に下 り、日縁端部 を内方に

若千屈曲 さす。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。
天丼部外面はヘ ラ起 し痕 が残存
他 は回転ナデ調整。

〃-4
跡
躙　一　一

天丼部は九味 を有 し、 日縁部 は下

外方へ緩やかに下 り、 口縁端部 を

内方へ若干屈曲さす。

天丼部内面に タタ

キロが残存す る。

″-5
嘘
４．　一　一

天丼部はほぼ平 らで、 口縁部は下

方へ緩やかに下 り、 日縁端部へ至

る。 日縁端部は細 く仕上 げる。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部外面に回転ヘ ラ削 り調整

とヘ ラ起 し痕が残存。他 は回転

ナデ調整。

天丼部外面 を中心

に 自然釉が制落す

る。

″-6
ｍ
郷　一　一

天丼部は九味 を有 し、 日縁部 は下

外方へ綬やかに下 り、 日縁端部へ

至る。 日縁靖部は九 く仕上げる。

マキアゲ、ミズビキ成形。
天丼部外面約%に静止ヘラ削り
調整を施す。他は回転ナデ調整

″―-7
蜘
詢　一　一

天丼部はやや平 らで、下外方へ下

り、口縁部 で若干屈曲 し下 る。 日

縁端部は細 く仕上げる。

マキアゲ、ミズビキ成形。
天丼部外面約%に回転ヘラ削り
調整を施す。他は回転ナデ調整

天丼部内面にタタ

キ ロが残存す る。

〃-8
臨
鶴　一　一

天丼部はほぼ平 らで、下外方へ下

り、日縁部に至 る。 口縁部は細

く仕上げる。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部 外面約 %に 回転ヘ ラ削 り

調整 を施す。他は回転ナデ調整

〃―-9
縣
匈　一　一

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部外面約κに静止ヘ ラ削 り

調整 を施す。他は回転ナデ調整

〃-10
杯(身 )

12 2

(37
たちあがり高 10

受部径 146

底部は九味 を有す。受部 は短 く上

外方 を向 く。たちあが りは内傾 し

端部 を細 く仕上げる。

マキアゲ、ミズビキ成形。
残部には回転ヘラ削り調整は認
められない。調整は回転ナデ調
沓占。

〃 -11

115
41

たちあがり高 08
受部径 139

底部は平 らである。受部 は短 く上

外方 を向 く。たちあが りは内傾 し

端部 を細 く仕上げる。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面には回転ヘ ラ削 り調整

とヘ ラ起 し痕が残存す る。他 は

回転ナデ調整。

底部内面にタタキ
目が残存する。

″-12 〃
必

一Ｗ
日頸部の祓片である。外面には 2

条の凹線と1条の凹線の間にクシ
状工具による刺突文が施される。

マキアゲ、ミズビキ成形。
器面は回転ナデ調整。

〃-13
貶
卿
　
一　
一

口縁部の破片 とみ られ る。外面に

は断面三角形の凸持が付 く。 日縁

端部は細 く仕上げる。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

器面は回転ナデ調整。

〃-14 〃
士霊

脚
知　一　一

口縁部は外反して開き、端部を上
方へつまみ出す。端部下方に小さ
な凸帝を付す。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

外面 には、回転 カキ ロ調整 を

施す。他 は回転ナデ調整。

外面の一部に自然

釉とハグ荒れがみ

られる。

-15 土師器

甕

‐８７
卿
　
一　
一

口縁部はくの字形に外反し、端部
は外につまみ細く仕上げる。

口縁部 内外面 ともヨコナデ調整

胴部内面は指ナデ調整。

第 12表 金屋地区遺物観察表 1
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第12表 金屋地区遣物観察表 2

挿図番号 遺構番号 器  種
法量
(cm)

径
高
径
径

日
器
胴
藤

形 態・文 様 手 法 備   考

25-16 ST-28 土師器

甕

隅
『　一　一

回縁部は くの字形に外反 し、端部

は細 く仕上 げる。

日縁部 内外面 ともヨコナデ調整

胴部内面はハケ調整、外面はナ

デ調整。

-17

19 2

(99
(218

胴部は内湾気味に上が り、頸部は

短 く真上に延び、日縁部 で外傾す

る。端部は内傾す る平面 をなす。

器面は摩耗 してお り、調整不明

胴部 内面には横方向の指ナデ を

施す。

-18 SB-61 須恵器

杯 (蓋 )

ｍ
Ｈ　一　一

天丼部は九味を有し、斜め下外方
に下り、口縁部で若子下方へ屈曲

する。口縁部内面には断面三角形
のかえりが付く。

マキアゲ、ミズビキ成形。
天丼部約%に 回転ヘラ削り調整

他は回転ナデ調整。

外面には部分的に

自然釉がかか る。

P-1出 土。

-19 SB-62 〃

皿

148
2 1

12 0

底部は九味を有す。口縁部は短く

外傾し、端部を丸く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面は回転ヘ ラ切 り後ナデ

調整。 日縁部内外面 とも回転ナ

デ調整。内面はナデ調整。

底部内面に刻書の

一部ではないかと
みられる痕が残存
する。

″-20 土師器

杯

13 9

33

84

底部は平 らで、体部 は上外方へほ

ぼ真直 ぐ立 ち上が り回縁部に至 る

日縁端部はやや九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘ ラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

地鎮祭の時埋納さ
れた土器。

〃-21

132
3_3

88

底部 は平 らで、体部はやや内湾気

味に上が り、日縁端部はやや細 く

仕上げる。

″-22

13 3

3 1

8 5

〃-23

13 3

3 2

85

-24 SB-63
112
36

62

底部はほぼ平 らで、体音Ыま上外方
へほぼ真直 ぐ延 び、日縁端部は丸

く仕上げる。

底部外面は回転糸切 り。

内面は ヨコナデ調整。外面には

成形の際の ロクロロが明瞭に残

存す る。

〃-25 SK-10 須恵器

杯 (蓋 )

148
(22

天丼言Wよ 丸味を有し、緩やかに下
り、 日縁部に至る。日縁端部は下
方へ短く屈曲する。

マ キアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部 内面はナデ調整。他 は回

転ナデ調整。天丼部外面の回転
ヘ ラ削 り調整は不明瞭。

′′―-26
杯 (身 )

12 2

3 6

83

底部は平らで、外面端部にハの字
形に開く高台が付く。高台端部は
外傾する平面をなす。体部は上外
方へ内湾気味に上がリロ縁部に至
る。日縁部は丸く仕上げる。

マキアゲ、ミズビキ成形。
底部外面は回転ヘラ切 り。

他は回転ナデ調整。

-27 土 錘

全長   38
全幅   19
重量 (g)157

円筒形であ り、完形。

孔径は 3 mmで ある。

須恵質の上錘 。

-28 SA-19 土師器

杯

14 9

30

8 3

底部はやや浅 く、ほぼ平 らである

体部はやや 内湾気味に上が り、日

縁部に至 る。 日縁端部は内lRlに 若

干折 り返す。

底部外面は回転ヘ ラ切 り。

内面はナデ調整。他は不明。

-29 SX-17 弥生土器

支 脚
(45

70

脚台部の一部が残存。脚台部 は下

方に下 り、裾部 で大 き く開 く。

器面は内外面 とも指ナデ調整 を

施す。

〃-30 (63

94

外面は指ナデ調整。裾部 内面は
ハ ケ調整。



挿図番号 遺構番号 器  種
唯綿随躍

逓
ぐｃｍ，

形 態・ 文 様 手 法 備 考

25--31 SX-17 器

杯

恵須

高
(40

脚部のみ残存。脚部は下外方へ下

り、裾部は大 きく開 くとみ られ る

外面に 1条の凹線 を施す。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

器面は内外面 とも回転ナデ調整

″-32 土師器

椀

168
(56

底部は欠損する。体部は上外方へ
立ち上がり、日縁部に至る。日縁

齊譜|こ咎綴燕ゑ環お選冥泰

“

褒施
される。

内面は暗文を施す。外面下部に
は静止ヘラ削り調整、上部にヘ

ラ磨きを施す。

26-33
双耳壺

一阿
痢
一

胴部の破片で、最大径は胴部中位
にある。外面には2個の把手が付
いていたとみられる。

内面は、把手の内側部分のみナ
デ調整で、他は横方向のハ ケ調
整 を施す。外面は、把手部分の
みがナデ調整で、他 は横方向の
ヘ ラ磨 きを施す。

25--34 P一 ユ
〃

杯

13 6

32

84

底部は比較的浅 く、平 らである。

体部 は上外方へほぼ真直 ぐ上が り、

日縁部に至 る。 日縁端部はやや細

く仕上げる。

底部外面は回転ヘ ラ切 り。

他は、器面力司肇耗 してお り調整

不明環。

-35 P-2 土  鍾

全長

全幅

重量(g)

聟
”
隅
一

紡錘形 に近 く、完形である。

孔径 は 6 DIHである。

土師質の上錘 。

26-36 P-3 器

皿

師土

小

窮
］
一
陀

底部は浅 く、平 らである。

体部 は上外方へ上が り、日縁部に

至 る。 日縁端部はやや細 く仕上げ

る。

底部外面は回転糸切 り。

内面はナデ調整。他は未調整。

〃-37 P-4
Ｗ
Ｈ
一
Ｗ

底部は浅く、平らである。
体部は上外方へ上がり、口縁部で
若干外傾する。日縁端部は丸味を
有す。

〃-38

82
1 7

42

底部 は浅 く、平 らである。

体部 は上外方へ上が る。 日縁部は

若干肥厚 し、九 く仕上げる。

〃-39

75
21

39

〃-40 〃
杯

138
4 1

63

底部は比較的深 く、体部は上外方
へほぼ真直 ぐ上が り、日縁部に至

る。 日縁端部は九 く仕上 げる。

底部外面は回転糸切 り後ナデ調

整。内面はナデ調整。他 は未調

B警。

〃-41

13 9

41

72

底部外面は回転糸切 り。他は、
器面が摩耗しており、調整不明

〃-42 P-4・ 5

須恵器

(東播系 )

こね鉢

30 8

117

117

底音騨ま深 く、平 らである。体部は上

外方へ真直 ぐ上が り、口縁端部 に

至 る。 日縁端部は内傾す る平面 を

なす。日縁部 に lヵ 所注 目が付 く。

器面は、内外面ともナデ莉整を
施す。

第12表 金屋地区遺物観察表 3
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第13表 神 ノ木戸地区遺物観察表 1

挿図番号 遺構番号 器 種

径
高
径
径

日
器
胴
底

逓
ω

形 態 。文 様 手 法 備   考

26-43 SK-11]
器

皿

師土

小

96
1 5

65

底部は浅く、平らである。
体部は上外方へ上がり、日縁部で
やや外傾する。端部は細く仕上げ
る。

底部外面は回転ヘラ切 り。
内面はナデ調整。外面は未調整

〃-44
鯛
別
一
“

底部は浅 く、平 らである。

体部は上外方へ上が り、日縁部 に

至 る。端部 は丸 く仕上 げる。

器壁が厚▼

-45

9 6

24

56

底部は浅く、ほぼ平らである。
体部は斜め上方へ上が ,、 日縁部
は角度を変え、上外方へ上がる。
日縁端部は九く仕上げる。

-46

94
20

56

底部外面は回転糸切 り

器面は、ナデ調整。

〃-47

97
20

55

底部は浅 く、ほぼ平 らである。

体部は上外方へほぼ真直 ぐ上が り、

日縁部に至 る。端部は九 く仕上 げ

ら才とる。

底部外面は回転糸切 り。

他は、器面が摩耗 してお り調整

不明瞭。

″-48 ″

皿

11 8

20

73

底部は浅 く、ほぼ平 らである。

体部は内湾気味に上が り、口縁部

でやや外傾す る。 日縁端部 は細 く

仕上げる。

底部外面は回転糸切 り後 ナデ調

整。内面は丁寧なナ7~3整 。外

面は未調整。

27-49 〃

杯

14 2

44

65

底部は比較的深く、ほば平らであ
る。体部は斜め上外方へ上がり、
口縁部は角度を変えてさらに上が
る。日縁端部は九く仕上げる。

底部外面は回転糸切 り。

内面はナデ調 整。他 は未調整。

〃-50 ″

椀

阿
田　一　一

底部は欠損する。体部は内湾気味
に上がり、口縁部に至る。日縁端
部は短く外傾し、細く仕上げられ
る。

体部外面下部 に回転ヘ ラ削 り調

整 を施す。他 は、器面が摩耗 し

てお り調整不 明。

色調は内外面 とも

白色 を呈す。

〃-51

14 1

56

63

底部は深く、九味を有す。体部は
内湾気味に上がり、日縁部に至る。
日縁端部は短く外傾 し、細く仕上
げられる。底部外端には、ハの字
形に開く高台が付く。

体部外面下部に回転ヘラ削り調
整を施す。他は、ナデ調整を施
す。内面は特に丁寧。

-52
羽  釜

郷
躙
解
一

胴部はほぼ真上に上が り口縁部に
至 る。 日縁部下にはほぼ水平 に延
びる鍔が付 く。鍔端部 は外傾す る
浅い凹面 をなす。

口縁部 内外面は ヨコナデ調整。

胴部外面は縦方向の タタキの後

にナデ調整。内面はナデ調整 を

施す。

鍔以下に煤の付着
がみられる。

″-53

19 7

(55
(22 2

胴部は内傾 して上が リロ縁部に至

る。 日縁端部は外傾す る平面 をな

す。 日縁部下には上外方 を向 く鍔
が付 く。

口縁部 内外面は ヨコナデ調整。

他はナデ調整。

〃―も4

21 0

(70
(23 7

胴部は内傾 して上が り、日縁部 で

上方 を向 く。 日縁端部は外傾す る

平面 をなす。 日縁部下にはほぼ水

平 に延 びる鍔が付 く。

胴部外面はハケ調整の後ナデ調
整を施す。内面はナデ調整。他
はヨヨナデ詞整。

-55

31 4

(54
(33 5

月Π部は内湾気味に上がり回縁部に
至る。日縁部下にはほぼ水平に延
びる鍔が付く。鍔端部は九く仕上
げられる。

体部外面下部に回転ヘ ラ削 り調

整 を施す。他 は、器面力司撃耗 し

てお り調整不 明。

鍔以下に煤の付着
がみられる。

〃-56 SK― ■2
小  皿

10.0

21

76

底部は浅 く、平 らである。体部は

上 外方へ ほぼ真直 ぐ上が り日縁部

に至 る。 日縁端部は九 く4L上 げる

底部外面は回転糸切 りで、板状

圧痕が残存す る。他 は ヨヨナデ

調整。

28-57
羽  釜

２４２
腐
尉
一

胴部は内傾 して上が り回縁部 に至

る。 日縁部下 には水平 に廷 びる鍔

が付 く。鍔端部は九 く仕上 げる。

胴部外面は横方向のハケ調整の

後タタキを行う。他はヨヨナデ
調整。

-39-



第13表 神ノ木戸地区遣物観察表 2

挿図番号 遺構番号 器  種
法量

(cm)

唯縞脆離
形 態 。文 様 手 法 備    考

27-58 SK― ■2
瀬戸焼
おろし皿

一
出
一
獅

底部は平 らである。体部は内湾気

味に上が る。内面に格子 目状のお

ろし目が付 く。

底部外面は回転糸切 り。

28-59
備前焼
妻

37 0

(90
(38 5

肩部から口縁部にかけてはくの字
形を呈す。口縁都は玉縁をなす。

目縁部内外面はヨヨナデ調整。
肩部内面はハケ調整。

〃-60 砥 石

全長   212
全幅   103
重量(kg)31

細粒砂岩である。4面に使用痕が

明瞭に残る。

″-61 SD-57 弥生土器

‐７
．

６

８
．

。

　

一
　

一

頸部 は上外方へほぼ真直 ぐ廷び、

日縁部で大 きく開 く。 日縁端部 は

内傾す る凹面 をなす。

口縁部内外面は ヨヨナデ調 整。

頸部内外 面ともハケ調整の後ナ

デ調整 を施す。

〃-62
焼
鉢

前備
堵

(37
日縁部は上外方を向く。端部は内
傾し、九味を有す。
内面には6本の条線が残存する。

器面は、内外面ともヨコナデ調
ヨV登。

〃-63 青 磁
碗

16.0

(55
体部は内湾気味に上がり、口縁部
は上外方を向く。日縁端部は丸く

待告|ビ息入ラ描とクシ描による花
文が施される。

厚さl mmに オリープ灰色の青磁

釉を施釉する。

〃-64 P-1 土師器

小 皿

82
1 7

4_6

底部は浅く、平らである。
体部は上外方へ真直ぐ上がり回縁

部に至る。口縁端部は九く仕上げ
る。

底部外面は回転ヘ ラ切 り。

日縁部か ら内面にかけてナデ覇

整。他 は未調整。
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第24図 遺物実測図 1
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第25図 遺物実測図 2
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第26図 遺物実測図 3
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図   版



金屋地区調査前全景 (東より)

金屋地区調査前全景 (西 より)



図版 2

試掘 トレンチ遺構検出状態 (西より)

試掘 トレンチ遺構検出状態 (東より)



遺構検出状態 (西より)

れ轟機廟

遺構完掘状態 (西 より)



遺構検出状態 (南 より)

遺構検出状態 (南 より)



図版 5

遺構完掘状態 (北西より)

遺構完掘状態 (北西より)



図版 6

ST-28(北 西より)

ST-28(北 西より)



図版 7

ST-29(北 より)

ST-30(南 よ り)



図版 8

ST-30(南 よ り)



図版 9

SB-59(西 より)

SB-59(北 より)



図版 10
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図版 12
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図版 13

SB-60、 SA-19(北 より)
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図版 14

SB-62(北 より)

(東より)



図版 15

SB-63(北 より)

SB-64(西 より)



図版 16

SB-65(北 より)

SB-66(西 より)



&塩

赤|

勢IIIII夢
IVil彦″

ィー挙 ∵
驚

! | ,__          【|

SK-101(東 より)

オ‐―孝ユ
'デ

|十

iぞ1.オ
r

,J::粧

言甚雛|・
|



図版18

SA-18(西 より)

SA-18(北 より)



図版 19

神 ノ木戸地区調査前全景 (西より)

神 ノ木戸地区調査前全景 (東より)



図版20

試掘 トレンチ遺構検出状態 (西 より)

試掘 トレンチ遺構検出状態 (東より)



図版 21

拡張区遺構検出状態 (西 より)

遺構完掘状態 (西より)



図版22

SB-67(西 より)
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図版24
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SB-67(北 より)
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ST-28遺物出土状態 (1)

図版29

ST-28遺物出土状態 (6)

ST-28遣物出土状態 (6) ST-28遺 物出土状態 (3)

ST-28遺 物出土状態 (11) ST-28遺 物出土状態 (12)

ST-28遺 物出土状態 (15～ 17) SB-62遣 物出土状態 (19)



図版30

SB-62遺 物出土状態 (20) SB-62遺 物出土状態 (21)

SB-62遺 物出土状態 (22) SB-62遣 物出土状態 (23)

SB-62遺 物出土状態 (23) SA-19遺 物出土状態 (28)

SX-17遺 物出土状態 (31) SX-17遺 物出土状態 (32)



SX-17遺 物出土状態 (33) 金屋地区 P-1遺 物出土状態 (34)

金屋地区 P-4遺 物出土状態 (40) 金屋地区 P-4遣 物出土状態 (41)

金屋地区 P-4遺 物出土状態 (42) 金屋地区 P-4遣 物出土状態

SK-111遺 物出土状態 (44) 神 ノ木戸地区 P-1遣 物出土状態 (64)



図版32

ST-28出 土遺物

SX-17出 土遣物



図版33

金屋地区 P-4出 土遺物

金屋地区 P-4出 土遣物
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図版34

SK-111出 土遺物

SK-111出 土遺物



図版35

69

SK― li2出 土遺物

SK-112出 土遺物



図版36



図版37
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図版38
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図版40
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